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ヽ

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
◇

沼
津
兵
学
校
記
念
碑
と
駿
東
小
公
園
計
画

一
帯
約
千
五
百
坪
の
土
地
を
購
入
し
、
そ
こ
を
駿
東
小
公
園
と
し
、
あ
わ

せ
て
沼
津
兵
学
校
の
栄
光
を
伝
え
る
記
念
碑
を
建
て
、
東
照
宮

（
明
治
初

年
か
ら
あ

っ
た
）
の
社
殿
を
修
築
す
る
と
い
う
計
画
の
趣
意
書
だ
っ
た
。

こ
の
計
画
は
沼
津
兵
学
校
の
関
係
者
を
中
心
に
発
起
さ
れ
た
た
め
、
忍
ヶ

岡
の
公
園
、
す
な
わ
ち
東
京
の
上
野
公
園
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
だ
っ
た

が
、
停
車
場
が
置
か
れ
御
用
邸
も
造
営
さ
れ
る
に
至

っ
た
当
時
、
沼
津
の

観
光
地
と
し
て
の
将
来
的
発
展
を
見
越
し
て
の
も
の
で
も
あ

っ
た
。

し
か
し
、
寄
付
金
が
日
標
の
四
千
円
に
は
は
る
か
に
及
ば
な
か
っ
た
た

め
か
、
明
治
二
十
八
年

（碑
文
に
は
二
十
七
年
と
あ
る
が
）
に
実
現
し
た

の
は
兵
学
校
の
記
念
碑
の
み
だ
っ
た
。
次
頁
の
表
の
通
り
、
発
起
者
五
名
、

特
別
賛
成
員
三
十
六
名
、
賛
成
員

一
二
五
名
の
醸
金
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
記
念
碑
も
昨

一
九
九

一
年
十

一
月
、
石
面
の
剥
離
と
城
岡
神
社
（
か

つ
て
の
東
照
宮
）
の
改
築
の
た
め
撤
去
さ
れ
、
新
し
い
石
に
同
じ
文
面
を

刻
ん
だ
石
碑
に
交
替
し
た
。

沼津兵学校記念碑建設の発起者

ヽP

津 両 ¬ 七 正 三  整 討
城 策 故 名 ・ ~東

備 さ 現
の

L沼
が 中 八 海 す れ 在

跡 と 津 発 村 月 道 る て  ｀

地 題 兵 起 六
・`
線 か い 沼

で す 学 者 三 沼 が と る 津
あ る 校  

｀
 1ド 津 開 い が ll

リ パ 紀 地 ・ や 通 う ｀
で｀

ン 念 元 山 そ し 問 都 は
沼 フ 碑 や 形 の て 題 市 駅
津 レ 建 東 敬 近 か は の の
兵 ツ 設 京 雄 傍 ら 明 ¬ 高
学 卜 及 の ・ に ま 治 顔 架
校 が 駿 有 間 在 だ 時

L化
の 印 東 志 宮 住 間 代 と や
故 刷 小 三 信 の も に も 駅
地 ・ 公 十 行 旧 な も 言 前
で 配 園 六 ・ 幕 い あ う の

も 布 経 名 小 臣 明 つ べ 整
あ さ 営 が 松 西 治 た き 備
る れ 東 特 陳 村 二

°
駅 と

沼 た 照 別 盛 鐵 十  前 い

津
°

宮 賛 ・ 五 六  を つ

停 こ 社 成 江 郎 年  ど た
車 れ 殿 員 原 。 ⌒  の 事
場 は 修 と 素 土 一  よ 業
前

｀
築 な 六 肥 八  う が

の 沼 ノ リ ら 高 九  に 検 嗜嗜に1に‖幡柵̂

江原素六間宮信行

かつての沼津兵学校記念碑中村六三郎小松陳盛今回新 しくなった沼津兵学校記念碑
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沼津兵学校記念碑建築資金寄付者の内訳

職 員 資 業 生 附属小学校生徒 地元平民 その他・不明

発
起
者

江原 素六

間宮 信行

土肥 高正

中村六二郎

小松 陳盛

特

号1

賛

成

員

伴 鉄太郎

西   周

大築 尚志

,度 音Б   ttl

田辺 人一

永持 明徳

中根  淑

黒田 久孝

山田 昌邦

山本 淑儀

万年 千秋

赤松 則良

平岡 芋作

石橋 絢彦

田口 卯吉

成瀬 隆蔵

矢吹 秀一

真野  肇

松山 11徳

島田 三郎

井 口 省吾 市河 篤造

仁I 藤八

荻生居十郎

和国伝太郎

渡辺平左衛門

渡辺 治平

川口与五郎

長倉誠一郎

長倉 隆吉

植松与右衛門

江藤舒三郎

足助喜兵衛

宇II三 千三

鈴木 忠平

'可

日  1突垢(

賛

成

口貝

林  譲次

山口 知重

榎本 長裕

下  鉄象

神保 長致

関  大之

伊藤 泰明

石川 義仙

入江 倫愛

伊藤 直温

原田 信民

撃川 省義

西村 正立

堀江 当三

岡  敬孝

大塚 貫一

大塚 庸俊

大川 通久

渡辺 英興

渡瀬 昌邦

渡辺 当次

加藤  寿

加藤 泰久

亀岡 為定

横地 重直

田付 直男

高松 寛剛

瀧野  磐

高田 尚賢

高浜 順之

堤  永類

永峰 秀樹

中島  静

中村 正寿

永峰 源古

成沢 知行

奈佐  栄

中川 喜重

中り|| イ寺イ予

本寸田  1享

向山 慎吉

栗山 勝三

山口 圭三

真坂  忍

古川 宣誉

小島 好問

Jヽ
ラ
首
: 正直

江間 経治

荒川 重平

天野富太郎

三田  倍

清野  勉

平岡 道生

瀬名 義利

諏訪 頼永

秋元 盛之

木村 オ蔵

宮川 保全

望月 二郎

仙波 種艶

末吉 択郎

小日川全之

神谷 景昌

吉見  精

山口  勝

馬法1 正文

真野 文二

深谷又二郎

足助 太郎

平山  順

伊東 信秀

磯野 直言

伊庭 秀栄

春山 清寧

馬場 為政

岡本  永

/1ψく一太郎

吉沢 良蔵

高島 茂秀

高沢 正宜

角田 真平

中川 福雄

中島 道知

中村宗次郎

中野 久吉

野呂  寧

山口  鉄

松島 玄景

福崎 和吉

藤  要蔵

青木貞太郎

早乙女為房

宮氏佐太郎

下山 謹吉

平野 コマ

樋田柳太郎

杉山 正治

杉浦藤二郎

稲葉瀧二郎

伊庭想太郎

原田貞四郎

原  忠貞

Fヴ長 指しナБ

岡本泉太郎

金子 直寿

古田 正秀

モ江文太郎

武島li太郎

中村飯二郎

永石光太郎

中野 要蔵

名倉 知文

野間  拓

葛葉 正道

山崎 塊一

松井 利行

布施 善信

荒川 重秀

天野 多聞

酒井 次郎

寺家村和介

比留間信良

平山 直方

関  定暉

諏訪鋭之助
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灘

ぬ
ま
づ
近
代
史
占
〔描
⑫
灘

結

社

の
時

代

明
治
維
新
は
封
建
制
下
で
は
束
縛

・

規
制
を
受
け
て
い
た
民
衆
同
志
の
横
断

的
結
合
を
可
能
に
し
た
。
そ
の
た
め
明

治
初
年
か
ら
十
年
代
に
か
け
て
堰
を
切

っ
た
か
の
よ
う
に
様
々
な
結
社
が
族
生

し
た
。

こ
の
時
代
は
政
治
的
に
は
自
由

民
権
運
動
の
高
揚
期
で
あ

っ
た
が
、
政

治
運
動
の
み
な
ら
ず
、
学
習
、
相
互
扶

助
、
勧
業

・
勧
農
、
遊
芸

・
懇
親
な
ど
、

民
衆
の
多
様
な
要
求
が
結
社
と
い
う
形

を
と
っ
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の

よ
う
な
現
象
を
色
川
大
吉
氏
は

「集
団

の
噴
出
」
と
呼
び
、

「
文
化
革
命
」
と

し
て
の
自
由
民
権
運
動
の
中
に
位
置
づ

け
た

（
「自
由
民
権
』

一
九
八

一
年
）。

沼
津
に
も
図
の
よ
う
に
多
数
の
結
社

が
こ
の
時
期
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

実
際
は
も

っ
と
あ

っ
た
に
違

い
な

い
。

こ
れ
ら
恒
常
的
な
組
織
以
外
に
も
、
単

発
の
演
説
会

・
討
論
会

・
親
睦
会
、
大

岡
村
小
作
同
盟
や
貧
民
党

・
借
金
党
な

ど
特
定
の
事
件
に
際
し
て
出
現
し
た
集

団
な
ど
、
「集
団
の
噴
出
」
の
し
方
は

一

様
で
は
な
か

っ
た
。
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1属 |

◎
企
画
展

「報
道
に
み
る
昭
和
の
戦

争
―
十
五
年
戦
争
期
の
新
聞

。
写

真
雑
誌
―
」
の
開
催

去
る
十
二
月
七
日

（
Ｉ
）
か
ら
本
年

二
月
二
十
六
Ｈ

（水
）
ま
で
の
開
期
で

企
画
展

「報
通
に
み
る
昭
和
の
戦
争
―

十
五
年
戦
争
期
の
新
聞

・
写
真
雑
誌
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
．
昨
年

一
九
九

一

年
は
、
満
州
事
変
か
ら
六
十
周
年
、
人

平
洋
戦
争
開
戦
か
ら
五
十
周
年
の
節
日

に
あ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
あ

の
戦
争
が
ど
の
よ
う
に
報
通
さ
れ
た
の

か
を
御
覧

い
た
だ
き
、
そ
れ
が
日
本
国

民
に
、
さ
ら
に
は
他
国
の
人
々
に
何
を

も
た
ら
し
た
の
か
を
考
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
十

い
で
す
．
展

小
資
料
は
、

『東

京
朝
日
新
聞
」
・
『読
売
新
聞
』
。
「東
京

Ｈ
Ｈ
新
聞
』
。
「東
京
新
聞
』
・
『支
那
事

変
画
報
』
・
『写
真
週
報
』
な
ど
約
一
．百

点
で
す
．

◎
今
井
正
監
督
映
画
Ｊ
相
津
兵
学
校
」

の
上
映
会

去
る
十

一
月
二
十
二
日
、
社
会
派
監

督
と
し
て
日
本
映
画
界
に
数
々
の
名
作

を
送
り
出
し
た
今
井
正
氏
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
今
井
監
警
の
デ
ビ
ュ
ー

作
が
昭
和
十
四
年
公
開
の

「
沼
津
兵
学

校
」
で
し
た
．
初
め
て
鴨
督
を
す
る
こ

と
に
な

っ
た
時
、
先
輩
監
脩
か
ら
沼
津

兵
学
校
か
札
幌
農
学
校
の
ど
ち
ら
か
を

選
べ
と
言
わ
れ
、
沼
津
兵
学
校
を
選
択

し
た
と
の
こ
と
で
す
．

Ｌ
映
会
は

一
月
卜
二
日

（
日
）
午
後

二
時
か
ら
当
館
講
座
室
で
開
催
し
、
九

卜
名
も
参
加
し
て
囃
会
で
し
た
．

◎
受
贈
刊
行
物
紹
介

復
興
期
の
品
川

（
品
川
区
立
品
川
歴
史

館
）
、
山
口
三
男
家
文
書
日
録

（
岐
阜

県
歴
史
資
料
館
）
、
立
憲
政
治
の
父
片

岡
健
古
解
説
日
録

・
高
知
市
立
白
曲
民

権
記
念
館
紀
要
Ｎ。
１

（高
知
市
立
自
由

民
権
記
念
館
）
、
寒
川
町
史
１２
別
編
民

俗

（寒
川
町
）
、
図
説
ふ
じ
さ
わ
の
歴

史

（藤
沢
市
文
書
館
）
、
新
宿
に
生
き

た
人
林
共
美
子

（新
宿
区
立
新
宿
歴
史

博
物
館
）
、
八
王
子
市
の
絵
師
―
関
文

川
と
市
肥
宗
山
―

（
八
王
子
市
郷
土
資

料
館
）
、
南
方
熊
楠
と
そ
の
時
代

（和

歌
山
市
立
博
物
館

）
、
飛
鳥

の
源
流

⌒奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料

館
）、
記
録
と
史
料
第
２
号
（全
国
歴
史

資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
）
、

北
海
道
開
拓
記
念
館
調
査
報
告
第
３０
号

・
北
海
道
に
お
け
る
産
業
技
術
記
念
物

の
所
在
調
査

（北
海
道
開
拓
記
念
館
）、

京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
第
８
号

（京

都
市
歴
史
資
料
館
）、
す
ま
ひ

・
角
力
・

相
撲

（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
）
、
農

大
学
報
９‐

．
∞

（東
京
農
業
大
学
）
、

地
域
史
研
究
は
こ
だ
て
第
１４
号

（函
館

市
史
編
さ
ん
室
）、
鎌
ヶ
谷
の
あ
ゆ
み
・

鎌
ヶ
谷
市
史
料
日
録
第

一
集

（鎌
ヶ
谷

市
郷
上
資
料
館
）
、
卓
加
市
史
資
料
編

一

Ⅳ

（車
加
市
）
、
吉
野
の
山
村
と
伝
承

文
化

（奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
）
、
岐

阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
第

１２
号

（
岐
■
県
博
物
館
）、
宇
佐
風
土
記
の
丘

歴
史
民
俗
資
料
館
年
報

一
九
九
〇

（大

分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資

料
館

）
、
千
曲
川

（
長
野
市
立
博
物

館
）、
善
福
寺
の
鳥
た
ち
（杉
並
区
立
郷

土
博
物
館
）
、
富
山
県
公
文
書
館
文
書

日
録
歴
史
文
書
四

・
五

（富
山
県
公
文

書
館
）
、
神
戸
市
立
博
物
館
年
報
Ｎｏ
６

（神
戸
市
立
博
物
館
）
、
沖
縄
県
立
博

物
館
紀
要
第

１７
号

（
沖
縄
県
立
博
物

館
）、
レ
ン
ズ
が
と
ら
え
た
昭
和
の
横
浜

港

（
横
浜

マ
リ
タ
イ

ム
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
）、
清
水
村
関
係
文
書
日
録
（富
山
市

郷
土
博
物
館
）
、
大
阪
市
立
博
物
館
報

Ｍ
３０

（大
阪
市
立
博
物
館
）
、
文
書
館

紀
要
第
５
号

（埼
玉
県
立
文
書
館
）
、

牛
久
市
史
研
究
創
刊
号

（牛
久
市
）

以
上
最
近
受
贈
し
た
県
外
関
係
の
主

な
も
の

（寄
贈
者

・
敬
称
略
）。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第

２８
号

獅
篠
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
用
１
１

ａ
〇
五
五
九
圏
三
二
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〓
■
０
三
〇

一
八

昭和 4年上映当時のチラシ

”
・一′
４一」

戦時中の写真雑誌
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